
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成27年11月13日

【四半期会計期間】 第70期第２四半期（自　平成27年７月１日　至　平成27年９月30日）

【会社名】 株式会社アサヒペン

【英訳名】 ASAHIPEN CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　田中　猛

【本店の所在の場所】 大阪市鶴見区鶴見四丁目１番12号

【電話番号】 （０６）６９３０－５０１８

【事務連絡者氏名】 常務取締役管理本部長　　西　龍夫

【最寄りの連絡場所】 大阪市鶴見区鶴見四丁目１番12号

【電話番号】 （０６）６９３０－５０１８

【事務連絡者氏名】 常務取締役管理本部長　　西　龍夫

【縦覧に供する場所】 株式会社アサヒペン東京本社

（東京都江東区猿江二丁目３番16号）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

株式会社アサヒペン(E00909)

四半期報告書

 1/18



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第69期

第２四半期連結
累計期間

第70期
第２四半期連結

累計期間
第69期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （千円） 7,487,563 7,537,781 13,518,538

経常利益 （千円） 432,407 426,028 482,050

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 288,121 267,459 286,885

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 360,266 263,735 531,571

純資産額 （千円） 11,358,792 11,535,683 11,520,306

総資産額 （千円） 18,596,261 18,516,136 18,346,262

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 6.37 5.95 6.36

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 61.1 62.3 62.8

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 5,056 166,644 533,895

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △185,043 △271,525 △311,274

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △386,637 △248,384 △737,048

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 5,213,966 4,915,386 5,269,278

 

回次
第69期

第２四半期連結
会計期間

第70期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成26年
　７月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　７月１日
至平成27年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 2.47 3.08

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策等による円安の影響を受けて輸出産業に堅調

な動きが見られる一方、中国経済の減速や株価の停滞など、不透明感を拭えない状況で推移いたしました。個人消

費につきましても食料品や一部の高額商品などに好調な動きが見られるものの、住生活関連商品、日用品について

は消費者の低価格志向が根強く、当社グループを取り巻く経営環境は依然として厳しい状況で推移いたしました。

　このような状況のもと、当社グループでは、新製品の投入、販路の拡大、各種メディアを利用しての販売促進な

ど、積極的な営業活動を展開いたしました。その結果、主にＤＩＹ用品事業が堅調に推移したことなどから、当第

２四半期連結累計期間の売上高は75億３千７百万円（前年同期比0.7％増）となりました。

　収益面では、グループ企業一体となって経営の効率化に努めましたが、価格競争に加え、円安等による輸入商材

価格の上昇及びＤＩＹ用品事業において商品の売上構成が変化したことの影響を受けて、営業利益は３億９千７百

万円（前年同期比3.0％減）、経常利益は４億２千６百万円（前年同期比1.5％減）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は、２億６千７百万円（前年同期比7.2％減）となりました。

　セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

＜塗料事業＞

　当事業は、当社の主力商品である家庭用塗料及び金属用・プラスチック用等の工業用塗料の製造及び販売並びに

塗装工事等を行っております。

　当第２四半期連結累計期間におきましても、店頭での販売促進、店内シェアの拡大をはかるとともに、新規顧客

の獲得に向け積極的な営業活動を展開いたしました。しかしながら、家庭用塗料の売上が消費者の低価格志向に加

え、天候不順の影響もあって振るわなかったことなどから、当事業全体の売上高は、45億５千４百万円（前年同期

比0.8％減）となりました。

＜ＤＩＹ用品事業＞

　当事業は、カベ紙、障子紙やガラス用装飾シート等のインテリア用品、住宅用補修材やワックス等のハウスケア

用品及び園芸用品等の製造及び販売を行っております。

　当事業におきましても、消費者ニーズに応えた新製品の投入や積極的な販売促進活動とともに、新規顧客への提

案営業等に注力いたしました。その結果、園芸用品の売上が堅調に推移したことなどから、当事業全体の売上高

は、29億１千２百万円（前年同期比3.5％増）となりました。

＜その他＞

　その他の事業は、物流サービス業及び賃貸業等を行っており、売上高は７千万円（前年同期比13.4％減）となり

ました。

 

 

EDINET提出書類

株式会社アサヒペン(E00909)

四半期報告書

 3/18



（2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は49億１千５百万

円となり、前連結会計年度末と比較して３億５千３百万円の減少となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、得られた資金は１億６千６百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益

４億２千３百万円、減価償却費９千２百万円、たな卸資産の減少額５億３千６百万円及び仕入債務の増加額６

千２百万円等の増加要因に対して、売上債権の増加額８億５千７百万円等の減少要因があったことによるもの

です。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は２億７千１百万円（前年同期比46.7％増）となりました。これは主に、有

価証券の償還による収入１億円等の増加要因に対して、有形固定資産の取得による支出２億５千６百万円及び

投資有価証券の取得による支出１億３百万円等の減少要因があったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は２億４千８百万円（前年同期比35.8％減）となりました。これは主に、配

当金の支払額２億４千７百万円等によるものです。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１億５百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 130,000,000

計 130,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 46,230,000 46,230,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株

計 46,230,000 46,230,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
－ 46,230,000 － 5,869,017 － 2,418,409
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 2,223 4.81

アサヒペン共伸会 大阪市鶴見区鶴見四丁目１番12号 2,061 4.46

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 1,625 3.52

株式会社アサヒペン 大阪市鶴見区鶴見四丁目１番12号 1,259 2.72

株式会社近畿大阪銀行 大阪市中央区城見一丁目４番27号 1,233 2.67

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町二丁目２番１号 1,164 2.52

アサヒペン共栄会 大阪市鶴見区鶴見四丁目１番12号 1,091 2.36

株式会社伊予銀行

（常任代理人　資産管理サービ

ス信託銀行株式会社）

愛媛県松山市南堀端町１番地

（東京都中央区晴海一丁目８番12号）
932 2.02

日油株式会社 東京都渋谷区恵比寿四丁目20番３号 876 1.90

田中　弘文 大阪府寝屋川市 865 1.87

計 － 13,333 28.84

　（注）所有株式数は、千株未満を切り捨てて記載しております。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   1,384,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  44,357,000 44,357 －

単元未満株式 普通株式     489,000 － －

発行済株式総数 46,230,000 － －

総株主の議決権 － 44,357 －

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社アサヒペ

ン

 

大阪市鶴見区鶴見

四丁目１番12号

1,259,000 － 1,259,000 2.72

（相互保有株式）

昭和精機工業株式

会社

 

静岡県菊川市赤土

1899番地の１

125,000 － 125,000 0.27

計 － 1,384,000 － 1,384,000 2.99
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、近畿第一監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,269,278 4,915,386

受取手形及び売掛金 3,020,209 3,877,672

有価証券 100,278 100,385

商品及び製品 2,511,811 1,993,261

仕掛品 30,634 26,024

原材料及び貯蔵品 217,819 204,850

前払費用 59,118 55,909

繰延税金資産 61,602 69,219

その他 57,171 57,626

貸倒引当金 △47,724 △41,873

流動資産合計 11,280,199 11,258,462

固定資産   

有形固定資産   

土地 3,484,609 3,482,382

その他（純額） 1,365,205 1,575,280

有形固定資産合計 4,849,815 5,057,663

無形固定資産 202,634 195,339

投資その他の資産 ※２ 2,013,612 ※２ 2,004,671

固定資産合計 7,066,062 7,257,674

資産合計 18,346,262 18,516,136

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,159,212 1,222,067

短期借入金 1,460,000 1,460,000

未払法人税等 132,447 175,657

引当金 86,729 86,217

その他 539,451 514,770

流動負債合計 3,377,840 3,458,712

固定負債   

社債 1,500,000 1,500,000

長期借入金 600,000 600,000

役員退職慰労引当金 202,922 214,674

退職給付に係る負債 827,829 835,208

資産除去債務 35,162 35,162

その他 282,200 336,694

固定負債合計 3,448,114 3,521,740

負債合計 6,825,955 6,980,453
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,869,017 5,869,017

資本剰余金 4,166,518 4,166,534

利益剰余金 1,404,385 1,424,474

自己株式 △185,039 △186,042

株主資本合計 11,254,883 11,273,983

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 319,452 311,074

退職給付に係る調整累計額 △54,028 △49,374

その他の包括利益累計額合計 265,423 261,699

純資産合計 11,520,306 11,535,683

負債純資産合計 18,346,262 18,516,136
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 7,487,563 7,537,781

売上原価 4,933,541 5,023,036

売上総利益 2,554,021 2,514,744

販売費及び一般管理費 ※ 2,144,433 ※ 2,117,525

営業利益 409,588 397,219

営業外収益   

受取利息 25,746 23,256

受取配当金 13,313 14,730

受取地代家賃 51,850 58,371

その他 28,123 20,388

営業外収益合計 119,034 116,747

営業外費用   

支払利息 16,355 11,939

支払地代家賃及び減価償却費 44,470 44,011

その他 35,388 31,987

営業外費用合計 96,214 87,938

経常利益 432,407 426,028

特別損失   

減損損失 77,247 2,227

特別損失合計 77,247 2,227

税金等調整前四半期純利益 355,159 423,801

法人税、住民税及び事業税 135,178 159,582

法人税等調整額 △68,139 △3,240

法人税等合計 67,038 156,341

四半期純利益 288,121 267,459

親会社株主に帰属する四半期純利益 288,121 267,459
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益 288,121 267,459

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 66,248 △8,378

退職給付に係る調整額 5,897 4,654

その他の包括利益合計 72,145 △3,724

四半期包括利益 360,266 263,735

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 360,266 263,735
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 355,159 423,801

減価償却費 96,509 92,462

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,556 △5,858

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 11,354 14,223

減損損失 77,247 2,227

固定資産処分損益（△は益） △427 －

受取利息及び受取配当金 △39,060 △37,987

支払利息 16,355 11,939

売上債権の増減額（△は増加） △769,848 △857,319

たな卸資産の増減額（△は増加） 316,417 536,128

仕入債務の増減額（△は減少） △70,849 62,855

未払消費税等の増減額（△は減少） 93,731 △1,504

その他 △37,809 16,560

小計 50,337 257,529

利息及び配当金の受取額 41,114 37,414

利息の支払額 △16,054 △11,926

法人税等の支払額 △70,339 △116,372

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,056 166,644

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の償還による収入 － 100,000

有形固定資産の取得による支出 △75,364 △256,795

有形固定資産の売却による収入 925 －

投資有価証券の取得による支出 △104,627 △103,145

貸付けによる支出 － △120

貸付金の回収による収入 103 96

その他 △6,081 △11,560

投資活動によるキャッシュ・フロー △185,043 △271,525

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 210,000 －

長期借入金の返済による支出 △300,000 －

社債の発行による収入 493,206 －

社債の償還による支出 △500,000 －

自己株式の売却による収入 － 104

自己株式の取得による支出 △40,944 △1,092

配当金の支払額 △248,900 △247,397

財務活動によるキャッシュ・フロー △386,637 △248,384

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,947 △626

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △562,676 △353,892

現金及び現金同等物の期首残高 5,776,673 5,269,278

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 5,213,966 ※ 4,915,386
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号　平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っており

ます。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期

連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

受取手形割引高 21,441千円 56,335千円

 

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

投資その他の資産 25,646千円 25,639千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

荷造・運送費 577,637千円 579,593千円

販促宣伝費 145,505 125,876

従業員給料手当 543,637 563,722

賞与引当金繰入額 63,140 56,763

退職給付費用 37,515 31,023

減価償却費 64,629 58,437

不動産賃借料 167,781 159,968

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 5,213,966千円 4,915,386千円

現金及び現金同等物 5,213,966 4,915,386
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 249,094 5.5 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 247,371 5.5 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 塗料事業 ＤＩＹ用品事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 4,591,642 2,814,347 7,405,989 81,573 7,487,563

セグメント間の内部売上高又は

振替高
4,624 － 4,624 － 4,624

計 4,596,266 2,814,347 7,410,614 81,573 7,492,187

セグメント利益 272,320 116,931 389,251 19,989 409,241

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス業及び賃貸業等を

含んでおります。

 

　　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 389,251

「その他」の区分の利益 19,989

セグメント間取引消去 346

四半期連結損益計算書の営業利益 409,588
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　　Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 塗料事業 ＤＩＹ用品事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 4,554,287 2,912,859 7,467,147 70,633 7,537,781

セグメント間の内部売上高又は

振替高
9,339 － 9,339 － 9,339

計 4,563,627 2,912,859 7,476,486 70,633 7,547,120

セグメント利益 295,698 89,620 385,318 12,833 398,151

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス業及び賃貸業等を

含んでおります。

 

　　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 385,318

「その他」の区分の利益 12,833

セグメント間取引消去 △932

四半期連結損益計算書の営業利益 397,219

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 6円37銭 5円95銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千

円）
288,121 267,459

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
288,121 267,459

普通株式の期中平均株式数（千株） 45,231 44,973

　　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月13日

株式会社アサヒペン

取締役会　御中

 

近畿第一監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岡野　芳郎　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　宏範　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アサヒ

ペンの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アサヒペン及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社アサヒペン(E00909)

四半期報告書

18/18


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

